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^1  目 的
精 神 科 特 有 の 症 状 に 口 渇 が あ る 。 そ の 患 、 者 の 口 腔 内
を 観 察 す る と 乾 燥 し て い る 。 そ れ を 軽 減 す る た め に 飲
水 行 動 を と っ て い る こ と が 考 え ら れ た 。 口 腔 乾 燥 に 対
し て 口 腔 保 湿 ジ ェ ル < 商 品 名 : オ ー ラ ル バ ラ ン ス >
U メ 1 麦 ジ ェ ル と す る ) が あ り 先 行 研 究 で は 多 飲 症 患 、 者
を 対 象 に し た も の は 多 い が 、 口 渇 に ア プ ロ ー チ し た 研
究 は 見 当 た ら な か っ た 。 そ こ で 口 渇 を 訴 え る 多 飲 症 患
者 に 対 し て 、 ジ ェ ル 塗 布 前 後 の 口 腔 乾 燥 状 態 、 口 渇 感 、
一 日 の 体 重 差 を 比 較 し 飲 水 量 が 減 少 す る か 検 証 し た 。
" 方 法
1 . 対 象 者 ・ 研 究 期 間 : 統 合 失 調 症 の  3 0 - 4 0 代 の 女 性
3  名 ( A , B , C 氏 ) 期 間 は  2 0 1 4 年 4 月 ~ 5 月 。
2 . 研 究 方 法
D  体 重 測 定 を  6 時 、 2 0 時 に 測 定 。 2 ) 「 口 腔 乾 燥
診 断 基 準 ( 柿 木 の 分 類 ) J D  を 用 い て 毎 食 前 後 に チ ェ
ツ ク す る < 0  が 乾 燥 な し ~ 3  ま で 評 価 >  3 ) 本 人 の 口
渇 感 を 毎 食 前 後 に 聞 く < 0  な し  1 あ り >  4 )  4 月 は ジ
エ ル を 使 用 せ ず 、 5 月 は 毎 食 後 に ジ ェ ル を 塗 布 し た 。
他 に 希 望 時 ジ ェ ル を 塗 布 で き る こ と に し た 。
3 . 分 析 方 法
D  研 究 方 法 D 2 ) 3 ) を  4 月 と  5 月 で 比 較 し た 。
2 ) 研 究 方 法 1 ) の 体 重 値 を  4 月 と  5 月 の 平 均 値 、 平
均 最 大 値 で 比 較 し た 。 更 に 体 重 差 が 最 大 数 値 の 「 日 内
体 重 変 動 率 ψ 噺 麦 即 W G と す る ) 」 の で 比 較 分 析 し た 。
4 . 倫 理 的 配 慮
研 究 目 的 、 方 法 、 守 秘 義 務 、 研 究 へ の 協 力 及 び 協 力
拒 否 が 可 能 で あ る こ と を 説 明 し 同 意 書 を 取 り 交 わ し
た 。 A 病 院 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 た 。
Ⅲ 結 果
1 . 患 者 の 背 景 : ジ ェ ル は 毎 食 後 の 他 に 塗 布 を 希 望 し て
く る 患 者 は い な か っ た 。
2 . ジ ェ ル 開 始 前 後 の  1 日 の 体 重 差 平 均 比 較 : ( 図  1 )
口 渇 を 訴 え る 多 飲 症 患 者 へ の ア プ ロ ー チ
ー ロ 腔 保 湿 ジ ェ ル を 塗 布 す る 事 で 得 ら れ る 効 果 一
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4 . 口 腔 乾 燥 診 断 基 準 と 口 渇 感 の 平 均 値 比 較 :
< A 氏 > 塗 布 回 数 8 0 回 。 口 腔 乾 燥 は 朝 食 前 と 夕 食 前 以
外 、 軽 減 し て い た 。 口 渇 感 は 夕 食 前 以 外 、 軽 減 し て い
た 。 < B 氏 > 塗 布 回 数 3 6  回 。 「 こ れ を つ け る と 太 る 。 」
と 妄 想 的 発 言 あ り 、 途 中 か ら 塗 布 し な か っ た 。 口 腔 乾
燥 は 塗 布 後 、 軽 減 し て い た 。 口 渇 感 は 塗 布 後 が 強 く な
つ て い た 。 < C 氏 > 塗 布 回 数 6 8  回 。 精 神 状 態 に よ り ジ
エ ル を 拒 否 す る 日 が あ っ た 。 口 腔 内 は 唾 液 分 泌 促 進 薬
が 研 究 途 中 よ り 開 始 に な っ て か ら 潤 っ て い た が 、 口 渇
感 は 塗 布 後 が 強 か っ た 。
Ⅳ 考 察
体 重 を 測 定 す る 事 は 、 多 飲 症 を 発 見 し そ の 程 度 を 評
価 す る た め に 有 効 な 方 法 の ひ と つ で あ る 。 今 回 の 結 果
か ら  2 0 o m g ~ 3 0 o m g  と 数 値 は 少 な い も の の 患 者 全 員 の
飲 水 量 は 低 下 し た と 考 え る 。 し か し 、 即 W G  は 食 事 を
考 慮 し て も 通 常 、 健 常 成 人 で は 士 1 ~ 1 . 5 % に 治 ま り 、
2 % を 超 え て  3 % 以 上 と な る と 何 ら か の 異 常 、 つ ま り 多
飲 症 が 考 え ら れ る 。 こ の こ と か ら 、 体 重 が 低 下 し て も
全 員 が ま だ 多 飲 症 で あ る こ と が わ か っ た 。
口 腔 乾 燥 は 3 名 と も 若 干 の ば ら つ き は あ る も の の 、
ジ ェ ル 開 始 後 は 軽 減 し て い た こ と か ら 、 ジ ェ ル の 効 果
が あ っ た と 考 え る 。 し か し 、 口 渇 感 は 個 人 差 が あ り 、
特 に B 氏 、 C 氏 は 塗 布 後 に 強 く 感 じ て い た 。 多 飲 症 の
増 悪 因 子 の ひ と つ に ス ト レ ス が 挙 げ ら れ る 。 川 上 ら は
「 数 値 を も と に し た 指 導 の み を 行 な う と 、 体 重 測 定 に
強 い ス ト レ ス を 感 じ て 混 乱 す る 場 合 が 多 く 見 ら れ ま
す 」 . ) と 述 べ て い る 。 今 回 、 体 重 、 口 腔 乾 燥 、 口 渇 感
の 観 察 点 の み で ス ト レ ス を 与 え て し ま い 、 口 渇 感 を 強
く 感 じ さ せ て し ま っ た 可 能 性 が あ る 。 今 後 は 、 患 者 の
思 い を 受 け 入 れ 、 体 重 増 加 時 に は 数 値 の み の 関 わ り で
は な く 、 散 歩 や レ ク リ エ ー シ ョ ン な ど 、 水 源 か ら 遠 ざ
け る よ う な 関 わ り が 必 要 で あ る と 考 え る 。
V  結 論
本 研 究 に お い て 、 口 渇 を 訴 え る 多 飲 症 患 者 に 対 し 、
口 腔 保 湿 ジ ェ ル を 塗 布 し た 結 果 、 口 腔 乾 燥 は 軽 減 し て
も 、 口 渇 は 改 善 し な か っ た 。 し か し 、 低 値 で あ る が 飲
水 量 を 示 す 体 重 は 3 名 と も 低 下 し た 。
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< 図 1  ジ ェ ル 開 始 前 後 の 1 日 の 体 重 差 平 均 比 較 >
3 . ジ ェ ル 開 始 前 後 差 の 最 大 数 値 の N D W G 算 出 比 較 :
A 氏 は 塗 布 前 2 . 6 7 % 、 塗 布 後  1 . 8 3 % 、  B 氏 は 塗 布 前
5 . 5 0 % 、 塗 布 後 4 . 4 5 % 、  C 氏 は 塗 布 前  1 0 . 2 0 % 、 塗 布
後 9 . 6 5 % だ っ た 。
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